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東京都内の労働基準監督署における令和５年の申告事案の概要 

 

 

東京労働局（局長 美濃 芳郎）では、管下 18 労働基準監督署（支署）における

令和５年の申告事案の概要について、取りまとめましたので公表します。  
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申告とは、最低労働基準を定めた労働基準法などに違反するとして労働者が労働

基準監督署に救済を求めるものであり、労働基準監督署では、労働者の置かれた状

況に意を払い、懇切・丁寧な対応に留意しつつ、迅速・的確に処理を行います。 
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【申告事案の概要のポイント】 

１ 申告受理件数：         4,002件（前年比 825件増） 

令和４年に引き続き、２年連続で増加した。 

２ 申告内容（申告内容別の件数：4,508件） 

  賃金不払及び解雇の申告件数が増加した。 

⑴  賃金不払：           3,094件（前年比 671件増） 

⑵  解雇：                     498件（前年比 114件増） 

⑶  労働時間：                      68件（前年比２件増） 

３ 申告内容別・業種別の内訳 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注）労働者が複数の事項を重複して申告する場合があるため、申告内容別の件数の合計は申告受
理件数と一致しません。 
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